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本
稿
で
は
二
○
○
九
年
度
春
学
期
の
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
文
化
学
科
三
、
四
年
生
必
修
専
門
科
目
「
日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
二
（
文
章
）」
を
と
り
あ
げ
る
。
一
、
シ
ラ
バ
ス
以
下
「
シ
ラ
バ
ス
」
に
つ
き
、
多
少
手
を
加
え
て
記
す
。
﹇
授
業
題
目
﹈
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
文
章
）
力
を
身
に
つ
け
よ
う
﹇
目
的
・
目
標
﹈
文
章
を
正
し
く
読
む
（
受
け
取
る
）
こ
と
と
、
正
し
く
書
く
（
伝
え
る
）
こ
と
は
、
大
学
の
講
義
の
み
な
ら
ず
、
実
社
会
に
出
て
か
ら
も
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
お
い
て
、
必
要
か
つ
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
知
り
、
力
を
つ
け
る
た
め
に
、
毎
回
、
基
礎
知
識
を
学
び
、
課
題
文
に
挑
戦
し
、
そ
の
内
容
を
、
読
み
取
り
、
そ
の
過
程
で
講
義
を
聞
き
、
正
し
い
読
み
方
を
把
握
す
る
こ
と
を
第
一
の
目
標
と
す
る
。
さ
ら
に
そ
の
感
想
を
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
記
述
力
も
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
を
第
二
の
目
標
と
す
る
。
初
歩
の
段
階
か
ら
、
評
論
的
な
あ
る
程
度
の
レ
ベ
ル
の
高
い
内
容
の
も
の
ま
で
発
展
さ
せ
、
そ
れ
に
対
す
る
自
分
の
考
え
、
主
張
を
ま
と
め
る
と
い
う
段
階
ま
で
導
き
、
読
解
力
と
記
述
力
に
自
信
を
持
た
せ
る
よ
う
に
す
る
。
﹇
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
﹈
第
１
回
（
４
月
17
日
）
文
章
入
門
第
２
回
（
４
月
24
日
）
単
語
に
注
目
第
３
回
（
５
月
１
日
）
単
語
に
注
目
第
４
回
（
５
月
８
日)
単
語
に
注
目
第
５
回
（
５
月
15
日
）
文
法
に
注
目
第
６
回
（
５
月
22
日
）
文
法
に
注
目
第
７
回
（
５
月
29
日
）
文
法
に
注
目
第
８
回
（
６
月
５
日
）
文
法
に
注
目
第
９
回
（
６
月
19
日
）
心
得
第
10
回
（
６
月
26
日
）
心
得
第
11
回
（
７
月
３
日
）
心
得
第
12
回
（
７
月
10
日
）
心
得
第
13
回
（
７
月
17
日
）
心
得
第
14
回
（
７
月
31
日
）
文
章
の
骨
格
第
15
回
　
文
章
ま
と
め
﹇
運
営
方
法
﹈
毎
回
、
テ
ー
マ
に
基
づ
い
て
、
テ
キ
ス
ト
を
ベ
ー
ス
に
、
基
礎
を
学
び
、
実
践
す
る
。
各
テ
ー
マ
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
、
基
本
問
題
を
解
き
、
わ
か
り
や
す
い
解
説
を
受
け
、
さ
ら
に
応
用
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問
題
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
、
と
い
う
流
れ
で
授
業
を
す
す
め
る
。
授
業
の
最
初
と
最
後
に
必
ず
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
さ
せ
る
。
﹇
評
価
方
法
﹈
出
欠
状
況
、
受
講
態
度
、
レ
ポ
ー
ト
、
ノ
ー
ト
、
試
験
な
ど
で
総
合
評
価
す
る
。
﹇
テ
キ
ス
ト
﹈『
日
本
語
練
習
帳
』、
大
野
晋
、
岩
波
書
店
﹇
注
意
事
項
﹈
遅
刻
厳
禁
、
私
語
厳
禁
、
ノ
ー
ト
を
き
ち
ん
と
と
り
、
レ
ポ
ー
ト
を
し
っ
か
り
書
く
（
評
価
の
対
象
と
す
る
）。
※
日
程
は
、
実
際
に
授
業
が
行
わ
れ
た
、
14
回
に
あ
て
は
め
た
。
二
、
シ
ラ
バ
ス
の
要
点
「
シ
ラ
バ
ス
」
の
要
点
を
あ
げ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
「
題
目
」
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
文
章
）
力
を
身
に
つ
け
」
る
こ
と
、
と
し
た
。
当
然
の
こ
と
だ
が
、「
文
章
力
」
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
「
目
的
・
目
標
」
は
、「
課
題
文
に
挑
戦
し
」「
正
し
い
読
み
方
を
把
握
す
る
」
こ
と
を
第
一
の
目
標
と
し
、「
感
想
を
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
る
」
こ
と
に
よ
り
、「
記
述
力
も
身
に
つ
け
」
る
こ
と
を
第
二
の
目
標
と
す
る
、
と
明
記
し
た
。
こ
れ
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
目
標
は
、
読
解
力
と
記
述
力
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「
概
要
」
は
、
上
記
事
項
の
繰
り
返
し
め
く
が
、
「
文
章
」
の
「
基
礎
知
識
を
学
び
、
課
題
に
挑
戦
し
」、「
正
し
い
読
み
方
を
把
握
す
る
」
こ
と
と
し
、
「
授
業
前
と
後
の
２
回
、
必
ず
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
記
述
力
も
身
に
つ
け
て
い
く
」
こ
と
と
し
た
。
「
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
と
し
て
は
、
毎
年
15
回
の
講
義
で
組
み
立
て
る
こ
と
が
原
則
な
の
だ
が
、
15
回
が
十
分
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
確
実
で
は
な
い
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
「
遊
び
」
の
時
間
を
組
み
込
ん
で
あ
る
。
そ
れ
が
「
15
回
」
の
「
文
章
ま
と
め
」
に
あ
た
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
13
回
の
講
義
と
１
回
の
試
験
日
と
い
う
こ
と
で
、「
遊
び
」
は
２
回
分
を
想
定
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
反
省
で
あ
る
。
次
の
「
運
営
方
法
」
は
、
毎
度
思
う
の
だ
が
、
「
概
要
」
と
か
な
り
重
な
る
部
分
が
多
い
。「
概
要
」
が
「
理
念
」
で
「
運
営
方
法
」
が
「
実
行
」
な
の
だ
ろ
う
が
、「
概
要
と
運
営
」
と
ま
と
め
た
方
が
書
き
や
す
い
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。
「
評
価
方
法
」
と
し
て
は
、「
出
欠
状
況
、
受
講
態
度
、
レ
ポ
ー
ト
、
ノ
ー
ト
、
試
験
な
ど
で
総
合
評
価
と
す
る
」
と
記
し
て
お
い
た
。
こ
の
う
ち
、
「
出
欠
状
況
」
を
も
っ
と
も
重
ん
じ
る
こ
と
に
し
て
い
る
。「
受
講
態
度
」
は
一
応
記
し
て
お
い
た
が
、
こ
れ
は
シ
ラ
バ
ス
を
読
ん
だ
学
生
に
意
識
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
で
、
実
際
に
多
数
の
学
生
の
「
受
講
態
度
」
が
正
確
に
把
握
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。「
レ
ポ
ー
ト
」
は
、「
出
欠
状
況
」
と
関
連
す
る
。
欠
席
す
れ
ば
「
レ
ポ
ー
ト
」
の
評
価
が
な
く
な
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、「
レ
ポ
ー
ト
」
は
「
出
欠
状
況
」
と
密
接
に
関
連
し
て
重
要
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
ノ
ー
ト
」
は
、
試
験
間
近
に
な
っ
て
全
員
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
詳
し
く
見
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
一
応
目
を
通
し
、
印
鑑
を
押
し
、
認
定
す
る
と
い
う
儀
式
が
学
生
に
緊
張
感
を
も
た
ら
す
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。「
試
験
」
は
「
小
論
文
」
と
し
て
い
る
。
定
期
試
験
一
発
勝
負
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の
方
式
で
は
、
真
面
目
に
積
み
重
ね
た
努
力
を
し
て
い
る
学
生
に
不
利
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
そ
の
点
、「
毎
回
の
レ
ポ
ー
ト
」
プ
ラ
ス
「
小
論
文
」
で
あ
れ
ば
、
皆
勤
の
学
生
に
は
か
な
り
有
利
と
な
る
。
「
テ
キ
ス
ト
」
は
、
大
野
晋
氏
の
『
日
本
語
練
習
帳
』（
岩
波
新
書
）
で
あ
る
。
持
ち
運
び
に
手
軽
な
こ
と
と
、
安
価
（
７
３
５
円
）
で
あ
る
こ
と
、
著
者
の
日
本
語
へ
の
見
識
と
、
内
容
の
わ
か
り
や
す
さ
、
な
ど
か
ら
選
択
し
た
。
「
注
意
事
項
」
は
、「
遅
刻
厳
禁
」「
私
語
厳
禁
」
「
ノ
ー
ト
を
き
ち
ん
と
と
り
」「
レ
ポ
ー
ト
を
し
っ
か
り
書
く
」
と
い
う
こ
と
を
あ
げ
た
。「
遅
刻
」
は
、
本
人
の
心
構
え
と
し
て
も
よ
く
な
い
し
、
何
よ
り
も
き
ち
ん
と
出
席
し
て
い
る
真
面
目
な
学
生
に
迷
惑
を
か
け
る
。「
私
語
」
も
同
様
で
あ
る
。
調
べ
た
こ
と
は
な
い
が
、「
遅
刻
者
」
と
「
私
語
」
を
よ
く
す
る
も
の
の
相
関
関
係
は
高
い
と
考
え
て
い
る
。「
ノ
ー
ト
」
は
前
述
の
ご
と
く
、
来
る
べ
き
チ
ェ
ッ
ク
と
い
う
儀
式
へ
の
緊
張
感
が
あ
る
こ
と
と
、
ノ
ー
ト
に
記
す
こ
と
が
学
習
に
好
影
響
を
与
え
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。「
レ
ポ
ー
ト
」
は
、
Ａ
か
ら
Ｅ
ま
で
の
５
段
階
プ
ラ
ス
○
Ａ
（
実
際
に
は
Ａ
を
○
で
囲
む
。
マ
ル
エ
イ
と
読
む
）
で
評
価
す
る
。
毎
回
、
授
業
最
初
（
用
紙
の
表
に
書
く
）
と
最
後
（
容
姿
の
裏
に
書
く
）
に
２
本
の
レ
ポ
ー
ト
を
全
員
が
書
く
の
が
ノ
ル
マ
で
あ
る
。
持
ち
時
間
は
10
分
。
字
数
は
お
よ
そ
４
０
０
字
前
後
。
評
価
に
つ
き
、
Ａ
は
上
出
来
。
授
業
内
容
を
把
握
し
、
か
つ
自
己
主
張
が
明
確
な
も
の
。
Ｂ
は
授
業
内
容
の
把
握
の
み
で
自
己
主
張
が
な
い
も
の
。
Ｃ
は
授
業
内
容
の
把
握
も
お
ぼ
つ
か
な
く
、
も
ち
ろ
ん
自
己
主
張
の
か
け
ら
も
な
い
も
の
。
た
だ
し
、
あ
る
程
度
の
分
量
が
あ
る
（
多
少
や
る
気
が
あ
る
）
も
の
。
Ｄ
は
、
授
業
内
容
が
把
握
で
き
て
い
な
い
、
ま
と
ま
り
が
な
い
も
の
。
Ｅ
は
そ
れ
以
下
。
分
量
も
な
い
、
や
る
気
も
な
い
、
的
外
れ
と
い
う
も
の
。
私
は
授
業
で
出
席
も
遅
刻
も
と
ら
な
い
主
義
で
あ
る
。
極
論
だ
が
、
出
席
な
ど
と
い
う
外
面
的
な
こ
と
に
時
間
を
か
け
る
よ
う
な
無
駄
は
し
た
く
な
い
と
い
う
こ
と
と
、
レ
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
、
欠
席
者
は
無
評
価
と
な
る
し
、
遅
刻
者
は
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
時
間
が
少
な
く
な
る
（
授
業
開
始
直
後
の
レ
ポ
ー
ト
）
し
、
内
容
が
完
全
で
な
く
な
る
（
授
業
最
後
の
レ
ポ
ー
ト
）
の
で
、
き
ち
ん
と
因
果
応
報
の
原
理
が
生
き
て
い
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
マ
ル
エ
イ
は
、
Ａ
の
上
、
つ
ま
り
「
上
出
来
」
を
こ
え
た
、
あ
る
意
味
で
神
が
か
り
的
な
レ
ポ
ー
ト
の
評
価
で
あ
る
。
こ
れ
は
担
当
講
師
の
好
み
で
あ
る
、
と
明
言
し
て
い
る
。
基
本
的
に
は
Ａ
で
十
分
な
の
だ
が
、
跡
見
生
の
常
識
を
超
え
た
す
ば
ら
し
さ
、
そ
れ
が
マ
ル
エ
イ
で
あ
り
、
学
生
（
か
な
り
や
る
気
の
あ
る
学
生
）
の
多
く
は
、
マ
ル
エ
イ
を
狙
っ
て
授
業
に
集
中
し
て
い
る
。
後
に
、
マ
ル
エ
イ
の
学
生
の
レ
ポ
ー
ト
を
掲
げ
て
お
く
。
三
、
授
業
開
始
時
の
注
意
事
項
以
上
の
シ
ラ
バ
ス
を
前
提
と
し
て
、
受
講
学
生
に
は
、
初
回
の
授
業
の
冒
頭
で
、
さ
ら
に
注
意
事
項
を
与
え
る
。
そ
れ
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
①
遅
刻
は
し
な
い
こ
と
。
や
む
を
得
ず
遅
刻
し
た
場
合
は
受
講
中
の
学
生
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
②
私
語
は
し
な
い
こ
と
。
私
語
は
居
眠
り
よ
り
罪
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が
重
い
。
な
ぜ
な
ら
自
分
の
マ
イ
ナ
ス
だ
け
で
な
く
、
他
の
真
面
目
に
受
講
し
よ
う
と
し
て
い
る
学
生
も
巻
き
込
む
か
ら
で
あ
る
。
ひ
ど
い
私
語
の
場
合
退
席
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
。
③
帽
子
は
礼
儀
と
し
て
授
業
中
は
か
ぶ
ら
な
い
こ
と
。
た
だ
し
理
由
が
あ
る
場
合
、
そ
の
旨
担
当
講
師
に
伝
え
、
許
可
を
も
と
め
る
こ
と
。
寒
い
と
き
の
コ
ー
ト
、
マ
フ
ラ
ー
等
は
認
め
る
。
④
机
上
に
は
筆
記
用
具
以
外
お
か
な
い
こ
と
。
か
ば
ん
等
、
床
か
椅
子
の
上
に
お
く
こ
と
。
⑤
本
講
座
の
合
否
は
、
１
、
レ
ポ
ー
ト
、
２
、
ノ
ー
ト
、
３
、
テ
キ
ス
ト
、
そ
れ
に
、
４
、
定
期
試
験
の
小
論
文
を
総
合
評
価
し
て
、
決
定
す
る
。
テ
キ
ス
ト
を
持
た
な
い
も
の
に
は
単
位
を
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
早
め
に
用
意
し
て
お
く
こ
と
。
さ
ら
に
、
別
枠
と
し
て
、
レ
ポ
ー
ト
に
は
、
形
式
上
の
注
意
が
あ
る
。
レ
ポ
ー
ト
用
紙
の
表
に
学
籍
番
号
等
、
し
っ
か
り
記
す
こ
と
、
名
前
に
は
振
り
仮
名
を
記
す
こ
と
、
そ
れ
ら
の
枠
の
、
上
（
レ
ポ
ー
ト
用
紙
最
上
部
）
に
は
、「
４
月
17
日
（
金
）
４
限
　
文
章
第
１
回
」
と
記
す
こ
と
。
さ
ら
に
表
最
下
部
に
は
、
各
自
「
本
日
の
目
標
」
を
設
定
し
、
裏
最
下
部
に
は
そ
の
「
目
標
の
達
成
度
」
を
記
す
こ
と
を
、
義
務
付
け
た
。
ミ
ス
し
た
場
合
は
そ
の
ミ
ス
の
程
度
に
よ
り
減
点
す
る
こ
と
と
し
た
。
形
式
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。
厳
し
い
よ
う
だ
が
、
時
間
内
に
提
出
で
き
な
か
っ
た
も
の
は
、
す
べ
て
Ｅ
判
定
と
し
た
。
四
、
実
際
の
進
行
状
況
そ
れ
ら
を
前
提
に
、
実
際
の
授
業
は
次
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
た
。
テ
ー
マ
の
左
側
が
予
定
、
右
側
が
実
際
で
あ
る
。
第
１
回
（
４
月
17
日
）
文
章
入
門
（
予
定
）
→
文
章
入
門
（
実
際
）
第
２
回
（
４
月
24
日
）
単
語
に
注
目
（
１
）
→
単
語
に
注
目
（
１
）
第
３
回
（
５
月
１
日
）
単
語
に
注
目
（
２
）
→
単
語
に
注
目
（
２
）
第
４
回
（
５
月
８
日)
単
語
に
注
目
（
３
）
→
単
語
に
注
目
（
３
）
第
５
回
（
５
月
15
日
）
文
法
に
注
目
（
１
）
→
単
語
に
注
目
（
４
）
第
６
回
（
５
月
22
日
）
文
法
に
注
目
（
２
）
→
文
法
に
注
目
（
１
）
第
７
回
（
５
月
29
日
）
文
法
に
注
目
（
３
）
→
文
法
に
注
目
（
２
）
第
８
回
（
６
月
５
日
）
文
法
に
注
目
（
４
）
→
文
法
に
注
目
（
３
）
第
９
回
（
６
月
19
日
）
心
得
（
１
）
→
文
法
に
注
目
（
４
）
第
10
回
（
６
月
26
日
）
心
得
（
２
）
→
文
法
に
注
目
（
５
）
第
11
回
（
７
月
３
日
）
心
得
（
３
）→
心
得
（
１
）
第
12
回
（
７
月
10
日
）
心
得
（
４
）→
心
得
（
２
）
第
13
回
（
７
月
17
日
）
心
得
（
５
）→
心
得
（
３
）
第
14
回
（
７
月
31
日
）
文
章
の
骨
格
→
定
期
試
験
（
小
論
文
提
出
）
第
15
回
　
文
章
ま
と
め
学
生
の
理
解
状
況
か
ら
始
め
は
遅
れ
勝
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
、
反
省
で
あ
る
。
結
局
「
文
章
の
骨
格
」
ま
で
進
め
な
か
っ
た
。
私
は
パ
ソ
コ
ン
画
面
を
投
影
し
て
の
授
業
形
態
な
の
だ
が
、
プ
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リ
ン
ト
配
布
な
ど
も
あ
る
程
度
加
え
た
ほ
う
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
と
も
考
え
て
い
る
。
五
、
テ
キ
ス
ト
の
選
定
周
知
の
ご
と
く
、『
日
本
語
練
習
帳
』
は
、
大
野
晋
氏
の
手
に
よ
り
、
岩
波
書
店
か
ら
一
九
九
九
年
に
刊
行
さ
れ
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
新
書
で
あ
る
。
な
ぜ
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
か
と
い
う
要
因
は
種
々
あ
る
だ
ろ
う
が
、
思
い
つ
く
ま
ま
に
あ
げ
れ
ば
、
ま
ず
は
、
そ
の
書
名
で
あ
る
。
『
日
本
語
練
習
帳
』
の
、
一
つ
は
、「
日
本
語
」。
「
日
本
語
」
と
書
名
に
あ
れ
ば
誰
で
も
手
に
と
っ
て
み
た
く
な
る
。
現
代
日
本
人
の
「
日
本
語
」
へ
の
興
味
が
根
底
に
あ
る
。
そ
の
興
味
は
穿
っ
て
考
え
れ
ば
、「
日
本
語
」
へ
の
自
信
の
な
さ
が
一
因
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
日
本
で
は
、
公
教
育
の
場
に
お
い
て
、
語
学
と
し
て
の
「
日
本
語
」
の
教
育
は
、
実
は
な
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
と
言
い
す
ぎ
か
も
し
れ
な
い
が
、
限
り
な
く
そ
れ
に
近
い
も
の
が
あ
る
。
小
学
校
は
ま
だ
し
も
、
中
学
・
高
校
と
な
る
と
、「
現
代
文
」
と
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
テ
キ
ス
ト
の
本
質
は
、「
教
養
科
目
」
で
あ
る
。
文
法
は
中
学
で
は
「
口
語
文
法
」
と
し
て
触
れ
て
は
い
る
よ
う
だ
が
、
高
校
に
な
る
と
「
文
語
文
法
」
が
主
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
で
は
「
現
代
語
」
と
科
目
名
を
変
え
る
と
か
、
「
現
代
文
法
」
の
授
業
を
加
え
る
と
か
し
て
も
、
同
じ
こ
と
に
す
ぎ
な
い
。
何
故
な
ら
「
日
本
語
」
と
い
う
意
識
に
か
け
る
か
ら
で
あ
る
。「
国
語
」
と
い
っ
て
事
足
り
る
、
そ
う
い
う
お
国
柄
で
は
、
「
日
本
語
」
に
強
く
な
り
よ
う
が
な
い
。
「
日
本
語
」
と
明
示
し
、
自
国
の
言
語
の
特
徴
を
、
他
国
の
言
語
と
の
特
徴
と
比
較
す
る
姿
勢
を
持
っ
た
上
で
、
確
実
に
認
識
す
る
の
が
自
国
語
の
理
解
に
つ
な
が
る
と
言
え
る
か
ら
で
あ
る
。
次
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
練
習
帳
」
で
あ
る
。「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
と
言
わ
ず
に
「
練
習
帳
」
と
し
た
と
こ
ろ
が
受
け
た
の
だ
ろ
う
。「
練
習
帳
」
と
い
う
と
、
小
学
生
の
よ
う
な
気
持
で
気
軽
に
読
め
る
よ
う
な
雰
囲
気
が
あ
る
。
さ
す
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
者
の
大
野
晋
氏
で
あ
る
。
次
に
、
著
者
「
大
野
晋
」
氏
の
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
。
彼
の
本
な
ら
、
買
っ
て
損
は
な
い
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
学
問
書
で
は
難
し
い
が
、
学
術
的
な
ら
、
一
般
人
で
も
読
め
る
。
大
野
氏
の
す
ご
い
と
こ
ろ
は
、
難
し
い
学
問
を
わ
か
り
や
す
い
学
術
書
（
一
般
書
・
教
養
書
）
と
し
て
著
す
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
こ
に
加
え
て
、
ブ
ラ
ン
ド
「
岩
波
書
店
」
の
「
岩
波
新
書
」
で
あ
る
。
売
れ
る
要
素
が
揃
い
も
揃
っ
た
。
私
が
「
文
章
」
の
テ
キ
ス
ト
に
選
ん
だ
の
は
、
以
上
を
踏
ま
え
、
安
価
で
あ
る
こ
と
、
重
く
な
い
こ
と
、「
読
み
き
れ
る
か
も
」
と
い
う
印
象
を
学
生
に
与
え
ら
れ
る
と
考
え
た
こ
と
な
ど
か
ら
で
あ
る
。
六
、
テ
キ
ス
ト
の
内
容
本
書
の
目
次
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
Ⅰ
　
単
語
に
敏
感
に
な
ろ
う
Ⅱ
　
文
法
な
ん
か
嫌
い
―
―
役
に
立
つ
か
Ⅲ
　
二
つ
の
心
得
Ⅳ
　
文
章
の
骨
格
Ⅴ
　
敬
語
の
基
本
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配
点
表
あ
と
が
き
シ
ラ
バ
ス
で
は
、
Ⅰ
〜
Ⅳ
を
と
り
あ
げ
た
。
し
か
し
、
実
際
の
授
業
で
は
、
Ⅳ
に
は
入
れ
な
か
っ
た
わ
け
だ
が
、
結
果
と
し
て
そ
れ
で
よ
か
っ
た
の
か
、
と
今
は
考
え
も
し
て
い
る
。
本
書
は
「
練
習
帳
」
と
銘
打
っ
て
い
る
が
、
誰
も
が
考
え
る
ド
リ
ル
の
よ
う
な
練
習
帳
で
は
な
い
。
確
か
に
問
題
は
与
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
解
答
は
ほ
ど
ほ
ど
に
し
て
、
著
者
の
解
説
を
読
む
ほ
う
が
面
白
い
し
、
本
書
の
役
割
と
し
て
は
、
む
し
ろ
そ
う
す
る
の
が
正
し
い
だ
ろ
う
と
言
え
る
。
問
題
の
反
復
に
重
き
が
あ
る
の
が
「
練
習
帳
」
だ
と
す
れ
ば
、
本
書
は
「（
日
本
語
の
）
啓
蒙
書
」
と
位
置
づ
け
る
も
の
だ
ろ
う
。
「
配
点
表
」
は
余
分
で
あ
る
。
と
い
う
よ
り
「
練
習
帳
」
の
対
面
を
保
つ
た
め
に
付
随
さ
せ
た
よ
う
な
感
じ
が
し
な
い
で
も
な
い
。
Ⅳ
「
文
章
の
骨
格
」
は
、
Ⅰ
〜
Ⅲ
よ
り
も
さ
ら
に
「
練
習
帳
」
に
は
な
ら
な
い
、
意
地
悪
な
見
方
を
す
れ
ば
、
練
習
帳
で
も
啓
蒙
書
で
も
な
い
、
中
途
半
端
な
存
在
で
あ
る
。
Ⅴ
「
敬
語
の
基
本
」
は
、
改
め
て
、
別
冊
と
し
て
刊
行
し
て
ほ
し
か
っ
た
。
日
本
語
に
と
っ
て
「
敬
語
」
が
重
要
な
こ
と
は
わ
か
る
が
、「
日
本
語
練
習
帳
」
と
し
て
は
Ⅳ
よ
り
も
さ
ら
に
浮
い
た
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
各
章
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
だ
が
、
Ⅰ
と
Ⅱ
、
と
く
に
Ⅱ
は
、
Ⅲ
〜
Ⅴ
の
名
称
と
異
な
っ
て
い
て
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
と
思
う
。
Ⅱ
の
副
題
に
存
在
価
値
が
あ
る
の
か
、
表
現
を
含
め
て
大
い
に
疑
問
を
抱
い
て
い
る
。
バ
ラ
ン
ス
を
く
ず
す
の
な
ら
、
Ⅲ
〜
Ⅴ
ま
で
す
べ
て
統
一
を
と
ら
な
い
名
称
に
す
べ
き
だ
っ
た
と
い
う
の
が
私
の
美
的
感
覚
で
あ
る
が
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
と
も
あ
れ
、
Ⅰ
〜
Ⅲ
ま
で
の
大
野
氏
の
「
日
本
語
論
」
は
大
い
に
若
い
学
生
に
役
立
つ
と
思
う
。
実
践
す
る
と
い
う
よ
り
は
「
日
本
語
」
の
特
徴
を
理
解
す
る
の
に
役
立
つ
と
思
う
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
実
際
の
授
業
で
は
、
問
題
を
解
く
と
い
う
実
践
は
し
て
い
る
の
だ
が
、
単
な
る
答
え
合
わ
せ
で
な
い
と
こ
ろ
が
、
た
め
に
な
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。
七
、
授
業
の
進
行
授
業
の
流
れ
は
、
テ
キ
ス
ト
の
問
題
（
練
習
）
に
沿
っ
て
進
行
さ
せ
た
。
大
体
に
つ
い
て
は
す
で
に
「
四
」
章
で
述
べ
た
。
本
書
で
大
野
氏
は
、
各
問
を
、「
練
習
①
」
と
い
う
呼
び
方
で
著
し
て
い
る
。「
練
習
帳
」
だ
か
ら
そ
う
呼
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
。
実
際
に
授
業
を
し
た
Ⅰ
〜
Ⅲ
の
合
計
で
、
練
習
が
25
問
あ
る
。
が
、
実
は
Ⅲ
「
二
つ
の
心
得
」
に
は
練
習
が
一
問
も
な
い
。「
心
得
」
だ
か
ら
な
く
て
も
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
う
い
う
章
を
設
け
る
こ
と
自
体
、
「
練
習
帳
」
で
は
あ
り
え
な
い
。
こ
の
点
も
私
が
「
啓
蒙
書
」
と
位
置
づ
け
る
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
以
上
の
理
由
が
学
生
の
「
文
章
」
の
実
践
に
役
立
た
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
大
野
氏
の
卓
越
し
た
見
識
が
随
所
に
顔
を
出
し
、
大
い
に
学
生
の
「
啓
蒙
」
と
実
践
に
役
立
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
次
に
、
25
問
の
「
練
習
」
す
べ
て
を
掲
げ
て
お
く
。
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Ⅰ
　
単
語
に
敏
感
に
な
ろ
う
１
、「
思
う
」
と
「
考
え
る
」
２
、「
思
い
こ
む
」
と
「
考
え
こ
む
」
「
思
い
出
す
」
と
「
考
え
出
す
」
３
、「
う
れ
し
い
」
と
「
よ
ろ
こ
ば
し
い
」
４
、「
大
丈
夫
」
と
「
し
っ
か
り
」
５
、「
通
る
」
と
「
通
じ
る
」
６
、「
最
良
」
と
「
最
善
」
７
、「
意
味
」
と
「
意
義
」
８
、「
自
立
」
と
「
独
立
」
と
「
孤
立
」
９
、「
明
白
」
と
「
明
確
」
と
「
鮮
明
」
と
「
明
晰
」
Ⅱ
　
文
法
な
ん
か
嫌
い
10
、「
は
」
の
働
き
11
、「
は
」
の
働
き
12
、「
は
」
の
働
き
13
、「
は
」
の
働
き
14
、「
は
」
の
働
き
15
、「
は
」
の
働
き
16
、「
は
」
の
働
き
17
、「
は
」
の
働
き
18
、「
は
」
の
働
き
19
、「
は
」
の
働
き
20
、「
は
」
の
働
き
21
、「
が
」
の
働
き
22
、「
が
」
の
働
き
23
、「
が
」
の
働
き
24
、「
は
」
と
「
が
」
の
働
き
25
、「
は
」
と
「
が
」
の
働
き
「
Ⅰ
　
単
語
に
敏
感
に
な
ろ
う
」
は
、
確
か
に
学
生
に
単
語
へ
の
敏
感
さ
を
与
え
た
か
と
思
う
。
類
義
語
は
あ
く
ま
で
も
類
義
語
で
あ
り
、
本
質
は
異
な
っ
て
い
る
、
だ
か
ら
「
推
敲
」
の
必
要
性
、
わ
か
り
や
す
く
言
え
ば
「
言
葉
を
選
ぶ
」
必
要
性
は
、
十
分
に
学
生
に
伝
わ
っ
た
と
思
う
。
言
葉
へ
の
敏
感
さ
、
好
奇
心
を
養
え
た
こ
と
は
よ
か
っ
た
と
思
う
。
「
Ⅱ
　
文
法
な
ん
か
嫌
い
」
は
、「
練
習
」
を
見
れ
ば
わ
か
る
と
お
り
、「
は
」
と
「
が
」
の
働
き
、
な
か
ん
ず
く
「
は
」
の
働
き
に
焦
点
が
し
ぼ
ら
れ
て
い
る
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、「
は
」
は
係
助
詞
で
、「
が
」
は
格
助
詞
、
そ
の
違
い
を
知
っ
て
お
こ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
単
純
に
そ
う
記
し
た
だ
け
で
は
学
生
に
実
感
が
わ
か
な
い
。
何
度
も
何
度
も
練
習
し
、
結
果
「
私
は
土
屋
で
す
。」
と
「
私
が
土
屋
で
す
。」
の
相
違
が
で
き
た
よ
う
だ
。
「
は
」
と
「
が
」
の
本
質
を
誤
ら
な
け
れ
ば
相
当
な
文
章
が
書
け
る
と
い
う
の
は
、
卓
見
で
あ
る
。
こ
の
点
も
「
文
章
」
の
授
業
と
し
て
大
い
に
効
果
が
あ
っ
た
と
思
う
。
な
お
、
Ⅲ
で
言
う
「
二
つ
の
心
得
」
は
次
の
二
つ
で
あ
る
。
Ⅲ
　
二
つ
の
心
得
「
の
で
あ
る
」「
の
だ
」
を
消
せ
「
が
、」
を
使
う
な
「
の
で
あ
る
」「
の
だ
」
は
不
用
意
に
使
う
な
、
押
し
付
け
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
が
、」
は
接
続
が
曖
昧
に
な
る
か
ら
、
不
用
意
に
使
う
な
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
章
は
「
練
習
」
も
な
い
し
、
授
業
で
解
説
に
終
わ
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
解
説
に
も
そ
れ
な
り
の
意
義
は
あ
っ
た
が
、
前
者
を
取
り
立
て
て
本
書
で
取
り
上
げ
る
意
味
は
な
い
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と
思
う
―
そ
の
重
要
度
に
お
い
て
―
し
、
後
者
は
「
Ⅱ
」
の
「
が
」
の
と
こ
ろ
で
取
り
上
げ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。
八
、
学
生
の
レ
ポ
ー
ト
最
後
に
マ
ル
エ
イ
を
取
っ
た
学
生
の
レ
ポ
ー
ト
を
掲
げ
て
本
稿
の
ま
と
め
と
す
る
。
コ
ミ
ュ
文
３
年
、
同
一
人
物
の
同
一
時
間
の
レ
ポ
ー
ト
で
あ
る
。
持
ち
時
間
各
10
分
。「『
意
味
』
と
『
意
義
』」
が
テ
キ
ス
ト
の
テ
ー
マ
、「『
愛
す
る
』
と
『
恋
す
る
』」
を
、
応
用
問
題
と
し
て
課
し
た
。
１
、「
意
味
」
と
「
意
義
」
コ
ミ
ュ
文
３
年
　
Ｙ
Ｉ
さ
ん
「
意
味
」
に
は
比
喩
的
な
使
い
方
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。
微
か
で
あ
い
ま
い
な
分
、
一
つ
の
「
言
葉
」
や
「
物
」
に
対
し
て
い
く
つ
か
の
意
味
を
与
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
『
花
束
』
〇
感
謝
　
〇
愛
情
　
〇
友
情
　
〇
時
に
は
嫌
味
こ
の
よ
う
に
一
つ
の
物
に
対
し
て
色
々
な
「
意
味
」
を
持
た
せ
て
動
か
す
事
が
出
来
る
の
で
す
。
短
歌
な
ど
で
も
こ
う
い
っ
た
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
あ
い
ま
い
な
分
、
悩
む
原
因
に
な
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。
〇
「
愛
す
る
意
味
」
〇
「
生
き
る
意
味
」
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、「
答
え
の
な
い
問
い
」
で
あ
る
。
す
べ
て
に
「
自
分
で
！
」
答
え
を
見
出
し
つ
つ
つ
け
加
え
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
そ
れ
は
「
意
義
」
も
そ
う
で
す
。「
正
義
と
は
？
」
と
問
わ
れ
て
も
す
ぐ
に
は
答
え
ら
れ
な
い
し
、
正
解
な
ん
て
も
の
は
無
い
で
す
よ
ね
。
な
ぜ
な
ら
「
意
義
」
は
一
本
筋
を
通
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。
絶
対
に
自
分
の
中
で
ブ
レ
て
も
ゆ
れ
て
も
い
け
な
い
も
の
な
の
で
す
。
生
き
て
い
く
上
で
必
要
な
「
義
理
人
情
」
は
頭
の
て
っ
ぺ
ん
か
ら
体
の
中
ま
で
し
ゃ
ん
と
通
し
て
真
直
ぐ
し
て
い
る
人
が
行
え
る
一
つ
の
「
正
義
」
だ
と
思
う
ん
で
す
。
あ
い
ま
い
「
意
味
」
の
美
学
と
ま
っ
す
ぐ
一
筋
な
「
意
義
」
の
正
義
を
考
え
ま
す
。
２
（
裏
）「
愛
す
る
」
と
「
恋
す
る
」
コ
ミ
ュ
文
３
年
　
Ｙ
Ｉ
さ
ん
「
愛
」
は
動
詞
で
「
恋
」
は
名
詞
と
い
う
の
を
良
く
き
き
ま
す
。
そ
し
て
「
片
思
い
」
は
恋
だ
け
、
思
い
合
え
る
の
は
愛
、
つ
ま
り
「
愛
し
合
う
」。
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
考
え
る
と
「
愛
」
は
無
償
、
「
恋
」
は
有
償
で
あ
る
。
誰
か
を
思
い
火
の
よ
う
に
燃
え
自
分
ま
で
や
け
ど
を
負
い
な
が
ら
も
夢
を
見
る
の
が
恋
。
相
手
の
心
も
手
に
入
れ
た
い
と
望
む
故
の
感
情
。
相
手
を
思
う
自
分
を
愛
し
て
い
る
だ
け
。
し
か
し
愛
は
違
い
ま
す
。
澄
み
き
っ
た
空
の
よ
う
に
相
手
を
思
い
、
そ
の
相
手
か
ら
愛
さ
れ
な
く
て
も
思
い
続
け
照
ら
し
て
あ
げ
た
い
と
願
う
。
相
手
が
幸
せ
で
あ
れ
ば
、
こ
の
世
界
の
ど
ん
な
苦
し
い
こ
と
か
ら
も
守
っ
て
あ
げ
た
い
。
愛
し
い
人
が
生
き
て
い
れ
ば
こ
の
世
界
の
す
べ
て
が
優
し
く
見
え
る
。
「
愛
す
る
」
と
は
愛
し
い
も
の
と
愛
し
い
も
の
が
い
る
世
界
の
現
実
を
想
う
こ
と
。「
恋
す
る
」
は
想
っ
て
い
る
相
手
と
の
間
に
あ
る
二
人
の
世
界
を
夢
見
る
こ
と
。
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「
恋
」
し
て
い
る
こ
と
を
「
愛
」
し
て
い
る
と
か
ん
ち
が
い
す
る
こ
と
が
一
番
悲
し
い
で
す
。
真
剣
に
相
手
を
想
い
愛
す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
ス
ト
ー
カ
ー
殺
人
な
ん
か
お
き
ま
せ
ん
。
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